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1　「ごんぎつね」の上演を終え、挨拶をする角笛の劇団員
2　影絵劇「ごんぎつね」の一場面

３　 童話「牛をつないだ椿の木」にちなんだ人力車試乗（1000 日前祭）
4　詩「貝殻」にちなんだ貝殻笛づくり（同祭）

５　1000 日前カウントダウンボード除幕式後に披露された童話の群読（同祭）

新
美
南
吉
が
生
き
て
い
た

ら
百
歳
を
迎
え
る
平
成

二
十
五
年
七
月
三
十
日
か
ら
数

え
て
ち
ょ
う
ど
千
日
前
に
あ
た

る
昨
年
十
一
月
三
日
（
祝
）、

こ
れ
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

新
美
南
吉
記
念
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

二
日
前
に
発
足
し
た
ば
か
り

の
「
新
美
南
吉
生
誕
百
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
」（
以
下
・

生
誕
百
年
実
行
委
員
会
）
が
行

う
最
初
の
事
業
で
、
生
誕
百
年

に
向
け
た
プ
レ
事
業
の
皮
切
り

と
な
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
ま
ず
百
歳
の
誕
生
日

に
向
け
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー

ド
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
岩や

な
べ滑
小

学
校
（
南
吉
の
母
校
）
の
児
童
が

南
吉
の
幼
年
童
話
の
群
読
を
披
露

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
市
内
小
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
ら
に
よ
る
大
型
紙
芝

居
、
南
吉
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
の

演
奏
と
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、

限
定
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
、
貝
殻
笛

づ
く
り
、
人
力
車
試
乗
、
南
吉
ク

イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

＊

　

年
が
明
け
て
三
月
二
十
一
日

（
祝
）
に
は
、
雁
宿
ホ
ー
ル
で

角
笛
シ
ル
エ
ッ
ト
劇
場
「
ご
ん

ぎ
つ
ね
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
生
誕
百
年
プ
レ
事
業

生誕100年プレ事業始まる
南吉100歳1000日前祭・角笛シルエット劇場
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と
い
う
ほ
か
に
、
今
年
「
ご
ん

ぎ
つ
ね
」
が
誕
生
八
十
年
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念
し
た
も
の

で
、
公
演
翌
日
は
南
吉
の
命
日

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

劇
団
角
笛
は
、
昭
和
三
十
八

年
に
結
成
さ
れ
た
影
絵
専
門
劇

団
で
、
東
京
を
拠
点
に
全
国
を

回
り
、
世
界
十
ヵ
国
で
海
外
公

演
も
し
て
い
ま
す
。
角
笛
の

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
は
、
東
京
都

な
ど
か
ら
も
表
彰
さ
れ
た
芸
術

性
の
高
い
作
品
で
す
。
こ
れ
ま

で
も
幾
度
か
上
演
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
の
演
目
と
し

て
各
地
を
巡
回
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
団
員
が
物
語
の
舞
台
と

な
っ
た
半
田
市
を
訪
ね
た
り
、

新
美
南
吉
記
念
館
の
矢
口
栄
館

長
を
東
京
に
招
い
て
、
講
義
を

受
け
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
団
員
の
気
持
ち
が

こ
も
っ
た
影
絵
劇
を
観
に
、
半

田
で
の
公
演
に
は
、
市
内
を
中

心
に
安
城
市
や
名
古
屋
市
な
ど

か
ら
約
八
百
人
の
親
子
連
れ
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
一
緒
に
童
謡
を
歌

う
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
光
と
影

が
織
り
な
す
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の

世
界
を
会
場
一
体
と
な
っ
て
楽

し
む
、
素
晴
ら
し
い
公
演
と
な

り
ま
し
た
。

新
美
南
吉
生
誕
百
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た

昨
年
十
一
月
一
日
（
月
）、

半
田
市
役
所
で
「
新
美

南
吉
生
誕
百
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
」
の
設
立
総
会
が
行
わ

れ
、
従
来
の
検
討
委
員
会
か
ら

実
行
委
員
会
へ
と
体
制
が
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
は
、
検
討
委
員
会

か
ら
引
き
続
い
て
新
美
勝
彦
氏

（
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
会
会
長
・
写

真
中
央
）が
就
任
。
委
員
に
は
、

半
田
市
内
の
文
化
、
教
育
、
観

光
、
商
工
な
ど
各
界
の
主
な
団

体
や
地
域
の
代
表
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
新
美
南
吉
の
遺
族
を

代
表
し
て
渡
辺
矩の

り
お夫
氏
（
南
吉

の
甥
・
名
古
屋
市
在
住
）
が
顧

問
と
し
て
、
ま
た
東
京
の
新
美

南
吉
の
会
（
旧
新
美
南
吉
著
作

権
管
理
委
員
会
）
や
、
ゆ
か
り

の
安
城
市
か
ら
も
教
育
委
員
会

の
代
表
と
新
美
南
吉
に
親
し
む

会
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
は
、
新
美
南
吉
記
念

館
と
新
美
南
吉
顕
彰
会
が
務
め

ま
す
。
今
後
は
、
構
成
団
体
等

の
協
力
の
下
、
作
業
部
会
を
開

き
、
具
体
的
な
事
業
計
画
づ
く

り
や
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

〈
委
員
長
〉

・
新
美
勝
彦
（
新
美
南
吉
事
業

推
進
協
議
会
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
の

会
」
会
長
）

〈
副
委
員
長
〉

・
内
田
榮
一
（
半
田
市
観
光
協

会
理
事
長
）

・
石
黒
義
朗
（
半
田
市
教
育
長
）

〈
委
員
〉
※
以
下
、
所
属
団
体

や
役
職
名
で
紹
介
し
ま
す
。

・
新
美
南
吉
顕
彰
会

・
新
美
南
吉
事
業
推
進
協
議
会

　
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
会
」

・
半
田
市
観
光
協
会

・
半
田
商
工
会
議
所

・
半
田
青
年
会
議
所

・
半
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
半
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
半
田
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
半
田

・
半
田
市
文
化
協
会

・
半
田
市
民
憲
章
実
践
協
議
会

・
半
田
市
商
店
街
連
合
会

・
矢
勝
川
の
環
境
を
守
る
会

・
岩
滑
区

・
半
田
一
区

・
半
田
市
小
中
学
校
校
長
会

・
半
田
市
教
育
委
員
長

・
半
田
市
教
育
部
長

・
新
美
南
吉
記
念
館
長

〈
顧
問
〉

・
半
田
市
長

・
半
田
商
工
会
議
所
会
頭

・
新
美
南
吉
遺
族
代
表

〈
監
査
役
〉

・
半
田
市
金
融
協
会

・
半
田
市
副
市
長

〈
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
〉

・
新
美
南
吉
の
会

・
新
美
南
吉
に
親
し
む
会

・
安
城
市
教
育
委
員
会

現
在
、
名
鉄
知
多
半
田
駅

か
ら
駅
前
再
開
発
ビ
ル

の
ク
ラ
シ
テ
ィ
半
田
に
通
じ
る

立
体
歩
道
に
、
南
吉
童
話
を
題

材
に
し
た
色
鮮
や
か
な
フ
ラ
ッ

グ
ア
ー
ト
が
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
生
誕
百
年
実
行
委
員

会
の
構
成
団
体
で
も
あ
る
半
田

市
観
光
協
会
が
二
月
に
行
っ

た
「FLA

G
 -A

R
T

 ST
R

EET 
2011

」
で
十
八
人
の
小
学
生

が
そ
れ
ぞ
れ
描
い
た
も
の
で
、

五
月
五
日
（
祝
）
ま
で
観
光
客

や
市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　
同
会
は
、
こ
の
他
に
も
ギ
ャ

ラ
リ
ー
「
蔵
の
ま
ち
」
で
童
話

「
お
じ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
、
ガ
ラ
ス
、
イ

ラ
ス
ト
な
ど
の
作
品
展
（
三
月

末
終
了
）
を
行
う
な
ど
、
南
吉

生
誕
百
年
に
向
け
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

半
田
市
観
光
協
会
も

南
吉
生
誕
百
年
を
応
援
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童
話
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
が

小
学
四
年
生
の
す
べ
て

の
国
語
教
科
書
に
採
用
さ
れ
る

な
ど
、
昔
か
ら
学
校
教
育
と
の

関
わ
り
が
深
い
南
吉
作
品
で
す

が
、
ふ
る
さ
と
半
田
市
の
小
学

校
で
は
、
生
誕
百
年
に
向
け
た

南
吉
学
習
へ
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
平
成
二
十
一
年
度
に

は
、
子
ど
も
達
が
南
吉
作
品
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
そ
う
と
、

市
内
の
全
十
三
小
学
校
で
そ
れ

ぞ
れ
作
品
を
選
び
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
児
童
、

職
員
の
手
で
南
吉
童
話
の
大
型

紙
芝
居
が
作
ら
れ
、
各
校
で
上

演
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
制
作

さ
れ
た
紙
芝
居
は
一
ヵ
所
に
集

め
ら
れ
、
相
互
に
利
用
で
き
る

体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
半
田
市
で
は
学
校
教

育
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）活
用
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
新
美
南
吉

記
念
館
と
市
内
小
学
校
を
結
ん

だ
テ
レ
ビ
授
業
が
行
わ
れ
、
デ

ジ
タ
ル
教
材
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
も

の
し
り
図
鑑
」（
新
美
南
吉
記

念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用

で
き
ま
す
）も
開
発
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
は
、
低
学
年
児
童

生
誕
百
年
に
向
け
た
半
田
市
内
の

小
学
校
で
の
取
り
組
み

新
美
南
吉
記
念
館
で
は
、

生
誕
百
年
に
あ
た
っ

て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
南

吉
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
南
吉
の
生
涯
や
作
品
、

故
郷
に
つ
い
て
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
展
セ
ッ
ト
を
作
成
し
、
貸
し

出
し
を
始
め
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
は
Ｂ
２
判
十
枚
で
専

用
木
箱
に
入
っ
て
い
ま
す
。
南

吉
の
絵
本
な
ど
約
三
十
冊
の
書

籍
と
共
に
、
全
国
ど
こ
の
町
で

も
発
送
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
新

美
南
吉
の
パ
ネ
ル
展
を
開
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

○
貸
出
対
象

　

学
校
、
図
書
館
、
公
民
館
な

ど
の
公
的
施
設
の
ほ
か
、
店
舗

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場（
屋
内
）

で
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

※
用
途
や
期
間
に
よ
っ
て
は
、

お
貸
し
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

○
貸
出
期
間

　

二
週
間
以
内
（
運
搬
に
あ
て

る
日
数
は
前
後
各
四
日
ま
で
）

○
予
約
受
付

　

利
用
初
日
の
六
ヵ
月
前
の
日

が
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
受
付

ま
す
。

○
貸
出
料

　

貸
し
出
し
は
無
料
で
す
が
、

保
険
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す

（
保
険
料
千
円
）。
ま
た
、
運
送

費
が
か
か
る
場
合
は
実
費
を
ご

負
担
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

新
美
南
吉
記
念
館　

☎
０
５
６
９
‐
２
６
‐
４
８
８
８

　

運
送
費
や
申
請
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
新
美
南
吉

生
誕
百
年
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.cac -net.

ne.jp/ ~nankichi./100th/10
0th.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

の
南
吉
学
習
を
進
め
る
た
め
、

南
吉
の
幼
年
童
話
十
作
を
収
め

た
読
書
用
テ
キ
ス
ト
を
独
自
に

作
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ク
ラ

ス
全
員
が
一
度
に
同
じ
作
品
を

読
み
、
感
想
を
言
い
合
う
な
ど

の
授
業
を
す
る
た
め
の
も
の

で
、
全
小
学
校
に
各
作
品
四
十

冊
ず
つ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
新
美
南
吉
記
念
館
で

も
四
年
生
を
対
象
に
し
た
出
前

授
業
を
行
っ
て
い
て
、
三
年
目

の
昨
年
度
は
、
館
長
や
学
芸
員

が
計
十
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
生
誕
百
年
に
向

け
た
取
り
組
み
を
通
し
て
、
子

ど
も
達
が
南
吉
作
品
に
親
し

み
、
読
書
や
郷
土
へ
の
関
心
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｈ
Ｐ
で
裏
か
ら
透
過
す
る
凝
っ

た
紙
芝
居
も
（
成
岩
小
）

幼年童話テキスト( 記念館にて1500 円で販売 )

南吉パネル展セットを貸し出します
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南
吉
生
誕
百
年
事
業
の

た
め
に
百
万
円
寄
付

一
月
十
三
日
（
木
）、
梅
花

女
子
大
学
名
誉
教
授
の

谷
悦
子
さ
ん
か
ら
南
吉
生
誕
百

年
事
業
の
た
め
に
と
、
新
美
南

吉
顕
彰
会
へ
百
万
円
が
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
谷
さ
ん
は
、
著
書
に
『
新

美
南
吉
童
話
の
研
究
』（
昭
和

五
十
五
年
・
く
ろ
し
お
出
版
）

が
あ
り
、
最
近
も
角
川
春
樹
事

務
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
新
美
南

吉
の
童
話
集
や
詩
集
で
編
集
と

解
説
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
美
南
吉
顕
彰
会
は
、
昭
和

三
十
年
代
か
ら
半
田
市
に
お
け

る
南
吉
顕
彰
の
中
心
と
な
っ
て

き
た
団
体
で
す
。
毎
年
、
新
美

南
吉
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

し
て
い
て
、
谷
さ
ん
に
も
平
成

十
一
年
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
顕
彰
会
は
、
生
誕
百
年
実
行

委
員
会
の
事
務
局
も
務
め
て
お

り
、
い
た
だ
い
た
ご
厚
志
は
、

今
後
、
記
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新美南吉童話イメージキャラクター決定
　半田市では、1 月 15 日（土）を締切に、新美南吉童話イメージキャラクターを募集したところ、全国から 1,159
点ものご応募をいただき、審査の結果、國

く に む ね な お ひ さ

宗尚久さんの作品が最優秀作品に選ばれました。
　皆さまに末永く愛されるキャラクターに育てていくため、愛称を募集するとともに、広く利用を受け付けてい
きます。

＜最優秀賞＞
國宗尚久さん
愛知県東海市在住、36 歳
グラフィックデザイナーとして広告制作
会社に勤務するかたわら、個人的にも
グラフィック、Ｗｅｂなどを制作活動中。

◆募集期間
平成23年4月1日（金）～5月31日（火）必着

◆応募方法
・葉書に、愛称(僕の名前）、応募者の氏名（中学生以下は保護者名も）、
 住所、電話番号、年齢（中学生以下は学校名も）を書き、新美南吉記念
 館にお送りください。
・Ｅメールでも応募できます。
・複数案の応募も可能ですが、葉書・Ｅメール共に１つの案につき、
 １通の応募でお願いします。

◆賞　　品
図書券１万円分（応募者が複数の場合は抽選で1名）

◆応募先・問い合わせ
〒475-0966　愛知県半田市岩滑西町1-10-1　
新美南吉記念館　キャラクター愛称係　
TEL：0569-26-4888 　Ｅメール: nankichi@city.handa.lg.jp

僕に名前を付けてください！
　南吉さんゆずりの帽子とジャケット、童話「手袋を買い
に」にちなんで手袋をはめた僕は、ただのキツネじゃない
んだ（ただのキツネには見えないって？）。
　じつは南吉さんの弟子で、師匠に代わって、皆さんを南
吉童話の世界にナビゲートするのが僕の仕事なんだ。
　そんな僕にぴったりの名前をみんなで考えてね。


